
2008 年の夏、ロシアの研究者たちが人
里離れたシベリアの洞窟で、人類の手
の指の骨片を掘り出した。この洞窟から
は、4 万 8000 ～ 3 万年前にネアンデル
タール人が使用していたさまざまな石器
が出土しており、研究チームは、この何
の変哲もないごく普通の骨片もネアンデ
ルタール人のものだろうと考え、後々調
べることにして保存した。

ところが、思いもよらない展開が待
ち受けていた。ドイツの研究者たちが
この化石から DNA を抽出して塩基配
列を解読したところ、予想に反してネ
アンデルタール人のものとは一致せず、
当時洞窟の近くにいた現生人類のもの
とも一致しなかったのだ。この DNA は、
見つかった骨の持ち主が、既知の人類
種よりもはるか以前にアフリカを出て
移住した、未知の絶滅人類種のもので
ある可能性を示していたのである。こ
の成果は Nature 2010 年 4 月 8 号に発
表されている 1。
「この結果は本当に期待を上回るもの

でした」と、この論文の著者で、マック
ス・プランク進化人類学研究所（ドイツ・
ライプチヒ）の進化遺伝学部門長である
Svante Pääbo は話す。「ちょっと信じ
難いものでした。真実というには、あま
りに驚きの結果だったからです」。

しかしながら、この研究にかかわって
いない研究者たちは、今回の発見に賛辞
を述べつつも、1 つのデータからあまり
に多くの結論を導いていると、苦言を呈
している。「現在得られているデータだ
けでは、新種の人類を発見したと言い切
れません」と、コペンハーゲン大学地球

遺伝学センター（デンマーク）所長の進
化生物学者、Eske Willerslev はいう。

今後さらに研究を進めることでこの結
論が裏付けられたなら、今回の発見は、
DNA 解析によって絶滅人類が見つかっ
た最初の例になるだろう。そうなれば、
氷河時代の人類は現在考えられているよ
りもさらに多様だったことになる。最終
氷期の後期に、ヒト属（Homo）である
ネアンデルタール人（ホモ・ネアンデル
ターレンシス）と現生人類（ホモ・サピ
エンス）の 2 種が共存していたことは、
19 世紀末から知られていた。2003 年に
は、第三の共存種としてホモ・フロレシ
エンシスがインドネシアのフローレス島
で発見されたが、この島以外にこうした
小柄な「ホビット」人類が存在していた
ことを示す痕跡は見つかっていない。し
かし、シベリアで見つかった今回の人類
によって、ヨーロッパやアジアの各地で、
現代人の直接の祖先が住んでいた地域と
重なり合って、数種のヒト属が暮らして
いた可能性が出てきた。

シベリアのアルタイ山脈にあるこの遺
跡はデニソワ洞窟とよばれ、ネアンデル
タール人によるムスティエ文化の石器、
特にルヴァロア技法を用いた石器が豊富
に見つかる遺跡として、既に知られて
いた。10 年余り前から、ロシア科学ア
カデミーシベリア支部考古民族学研究所

（ノボシビルスク）の研究者たちは、こ
れらの石器を製作した人類の骨を探して
きた。そうして彼らは数個の骨を見つけ
出したのである。彼らは、これが重要な
新発見となるかもしれないと考え、現代
人の DNA による汚染を防ぐために手袋

骨の化石のDNA解析から、4万年前のシベリアに未知の人類がいたことが明らかに。
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をして各標本を取り扱った。このことが
功を奏し、骨本来の DNA を抽出して解
析することができたのである。

指の骨が見つかったとき、「これと
いって興味を抱きませんでした」と語
るのは、考古民族学研究所の考古学者
Michael Shunkov だ。しかし、同研究
所のチームと何年も前から交流して、氷
河時代の人類の遺伝物質を解析用に収
集していた Pääbo は、骨を手に入れる
と早速遺伝物質を抽出し、ミトコンドリ
ア DNA の塩基配列の解読に成功した。
ミトコンドリア DNA は、DNA の種類
が非常に豊富で、古代の生物組織から劣
化していない塩基配列データを得るの
に最適な材料である。

研究チームは正確に塩基配列を解読す
るために、平均 156 回のカバー率でシー
ケンスを行った。そして得られたデータ
を、現代人 54 人、ロシアで見つかった
3 万年前の現生人類 1 人、ネアンデル
タール人 6 人のミトコンドリア DNA の
ゲノム配列と比較したところ、デニソワ
洞窟の人類化石（以下「デニソワ人」と
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よぶ）の DNA は、現生人類やネアンデ
ルタール人と異なる独自のクラスに分類
された。ネアンデルタール人のミトコン
ドリア DNA ゲノムは、ホモ・サピエン
スと平均 202 か所の塩基が異なってい
るが、デニソワ人は平均で 385 か所異
なっていたのだ。

こうした差異から、デニソワ人は 100
万年前に人類進化の系統樹から分岐した
と考えられる。この年代は現生人類とネ
アンデルタール人が分岐するかなり前に
当たり、デニソワ人がアフリカを出て移
動した時期は、ホモ・エレクトゥスの
190 万年前の移動と、ネアンデルター
ル人の祖先に当たるホモ・ハイデルベル
ゲンシスの 50 万～ 30 万年前の移動と
の間となる。これは今まで知られていな
かった人類移動である。

今回の論文の筆頭著者で、マックス・
プランク進化人類学研究所に籍を置く
Johannes Krause は、研究チームが現
在、全ゲノム塩基配列の解読を期待し
て、今回の骨から核の DNA 塩基配列を
得ようとしていると話す。もし成功すれ

ば、塩基配列の解読された最古の人類ゲ
ノムとなり、Willerslev たちが 2010 年
2 月に報告したグリーンランドに 4000
年前に住んでいたサカク人のゲノム塩基
配列 2（38 ページの Nature News 参照）
は、すっかり影が薄れてしまうだろう。

全ゲノムが解読できれば、新種と思わ
れるこの人類に正式名称をつけること
ができそうだ。研究チームは当初、ミト
コンドリア DNA のゲノムに基づいて命
名する予定だった。しかし彼らは、もっ
と多くの骨が見つかるか、DNA によっ
て現生人類やネアンデルタール人との
類縁関係が明らかになるまで待つこと
にした。

一方、Willerslev は、ミトコンドリア
DNA は母親のみから継承されるため、ミ
トコンドリア DNA のデータだけではデ
ニソワ人が新種の人類であることを実証
できない、と主張している。4 万年前に
シベリアに住んでいた現生人類やネアン
デルタール人の一部は、独特のミトコン
ドリア DNA をもっていた。こうしたミト
コンドリア DNA は、もっと古い時代の

シベリアのデニソワ洞窟で見つかった指の
骨により、人類進化の系統樹に新たな枝が
付け足されるかもしれない。

Karuse らの解析によれば、デニソワ人は
104万年前に人類進化の系統樹から分岐し
たと考えられる。これは、現生人類とネア
ンデルタール人が分岐した 46万 6000 年
前の2倍以上も古い時代に当たる。
※数値は、算出年代の中間値。

ホモ・エレクトゥスやネアンデルタール
人、古代の現生人類、さらには別の未知
の人類種の間で異種交配があったため生
じたのかもしれない。核 DNA を解析し
て初めて、人類系統樹におけるデニソワ
人の適切な位置付けができるのである。

ほかの人類学者たちは、デニソワ人に
ついて、骨の出土した堆積物のもっと詳
しい測定年代やこの化石自体のより詳し
い情報を知りたいと考えている。「私は
まだ指の骨片の写真すら目にしていませ
ん。ぜひ現物を見たいものです」と、ケ
ント州立大学（米国オハイオ州）の人
類学者、Owen Lovejoy は話す。「この
骨の層序年代は 4 万 8000 ～ 3 万年前
ですが、ミトコンドリア DNA から導か
れる年代はホモ・エレクトゥスと同じく
らい古いと考えられます。これが本当に
古代人類の生き残りとすれば、人類進化
の研究に大きく貢献するでしょう」と
Lovejoy はいう。

現在までのところ、この洞窟ではデニ
ソワ人の文化に関する手がかりはほとん
ど見つかっていない。しかし以前、指
の骨が出土したのと同じ地層で、穴が 1
か所開いた磨かれた腕輪のかけらが見つ
かっている 3。

Pääbo は、遺伝学者たちがさらに多
くの古代の骨を砕いて塩基配列を解読で
きれば、ほかにも未知の古い人類が見つ
かり、新しい謎が出てくるのではないか
と考えている。「すばらしいことに、分
子生物学的解析を用いれば、形態的な特
徴がほとんど保存されていなくても、あ
るいはまったく保存されていない場合で
さえも、考古学的に有用な情報が得られ
るのです。我々は今まさに、人類学研究
が飛躍的に発展しようとする瞬間に立ち
会っているのです」と彼は語っている。
 ■
� （翻訳：船田晶子）

1. Krause, J. et al. Nature 464, 894-897 (2010).
2. Rasmussen, M. et al. Nature 463, 757–762 (2010).
3. Derevianko, A., Shunkov, M. & Volkov, P. Archaeol. Ethnol. 

Anthropol. Eurasia 34, 13–25 (2008).

104万年前

46万6000年前

2万5000年前絶滅

デニソワ人

ネアンデルタール人

現生人類

B
. V

IO
LA

3www.nature.com/naturedigest ©2010 NPG Nature Asia-Pacific. All rights reserved 




